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原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

・�指定管理者の指定について
府中市羽高湖森林公園ほか4施設を「(有)ジャパンクリーンサービス」、府中市地域交流センターを「(一社)府中市
観光協会」、府中市上下歴史文化資料館を「（一社）天領上下まちづくりの会」に指定する。

・�府中市文化センター耐震改修工事請負契約の締結について　
利用者の安全性を確保するための耐震改修を行うとともに、施設の長寿命化のため、老朽化した設備の更新（照明、
音響、空調、トイレ、消防設備等）を行う。

12月定例会は12月4日（月）から12月19日（火）まで16日間開き、議案17件、意見書3件　審議、議決しました。

令和5年度府中市一般会計補正予算案を可決！令和5年度府中市一般会計補正予算案を可決！
主 な 議 案

12月議会

・�i-coreFUCHUの設置及び管理条例の一部改正について
使用料は無料としていたが、第2期整備エリアをオープンする令和6年7月から使用料の徴収を行う。

・�緊急事態に関する国会審議を求める意見書の提出について

・�食品ロス削減への国民運動のさらなる推進を求める意見書の提出について

・�保育所等保育施設の職員配置基準改善を求める意見書の提出について

・�令和5年度　府中市一般会計補正予算（第6、７号）について
歳入歳出予算の総額に計8億5971万円を追加し、歳入歳出251億729万円とする。電力・ガス・食料品等価格高
騰緊急支援事業や公立病院等物価高騰対策支援事業など。

議員提出意見書案

　今年は年初から、能登半島地域に大地震が発生し、犠牲となられた
方々には心よりお悔やみ申し上げます。また、被災された方々にお見
舞い申し上げます。日本中が大きな衝撃を受けましたが、府中市では
1月7日に恒例の消防出初式が開催され、災害に対する平素からの心
構えや準備が非常に重要であることなど、改めて再認識しました。

消防出初式一斉放水消防出初式一斉放水

府中市消防出初式府中市消防出初式

オープニング演奏　十五鼓乃会 新20歳新20歳

　同日、午後からはジーベッ
クホールで「20歳を祝う会」
が開かれ、対象者250人あま
りが参加され、友などとの再
会を喜んだり、将来の夢や進
路について語り合うなど実り
ある時間を過ごされました。
みなさんの明るい未来を願っ
ています。

20歳を祝う会20歳を祝う会



　
　

市
道
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
傷
み
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
が
、

年
間
ど
の
程
度
の
予
算
に
よ
り
補
修
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
伺

う
。

　
　

幹
線
道
路
は
路
面
調
査
を
行
い
、
毎
年
度
５
千
万
円
程
度
の
予
算

で
計
画
的
に
舗
装
の
打
ち
替
え
を
進
め
て
お
り
、
今
年
度
は
１
路

線
、
生
活
道
路
に
つ
い
て
は
、
約
３
千
万
円
で
６
路
線
の
舗
装
補
修
工

事
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
継
続
的
に
調
査
を
行
い
、
町
内
会
の

要
望
な
ど
か
ら
老
朽
化
の
激
し
い
所
を
把
握
し
、
計
画
的
な
舗
装
補
修

工
事
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
「
農
用
地
区
域
」
で
高
齢
者
が
農
業
を
や
め
耕
作
放
棄
地
が
広
が

っ
て
い
る
現
状
に
対
す
る
対
処
策
を
伺
う
。

　
　

個
人
農
家
の
高
齢
化
で
農
業
の
担
い
手
が
減
少
し
て
い
く
と
、
農

地
の
荒
廃
が
進
む
こ
と
が
大
変
心
配
さ
れ
る
。「
農
用
地
区
域
」で
、

農
業
経
営
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
地
域
で
農
業
を
行
う

集
落
法
人
の
設
立
の
推
進
支
援
を
県
と
と
も
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
法

人
設
立
に
至
ら
な
い
地
域
で
は
、
集
落
営
農
組
織
や
中
山
間
地
域
直
接

支
払
い
制
度
の
取
り
組
み
の
推
進
支
援
を
し
て
い
る
。

　
　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
勧
奨
停
止
期
間
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
き

な
か
っ
た
世
代
へ
の
接
種
は
令
和
７
年
３
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い

る
。
１
回
目
接
種
を
令
和
６
年
９
月
末
ま
で
に
済
ま
さ
な
い
と
助
成
さ

れ
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
現
在
の
対
象
者
の
接
種
率
と
未
接
種
者
へ
の

再
勧
奨
の
対
応
を
伺
う
。

　
　

対
象
者
の
接
種
率
は
22
％
、
通
常
の
定
期
接
種
率
は
8
．
7
％
と

低
い
状
況
で
あ
る
。
未
接
種
対
象
者
へ
の
再
勧
奨
と
ワ
ク
チ
ン
の

安
全
性
等
の
お
知
ら
せ
を
来
春
４
月
に
個
別
案
内
し
て
い
く
。

　
　

国
は
学
校
図
書
を
計
画
的
に
整
備
す
る
た
め
予

算
措
置
を
し
て
い
る
が
、
本
市
の
地
方
交
付
税

算
定
額
と
実
際
に
図
書
予
算
と
し
て
の
本
の
購
入
額

が
何
％
で
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　

令
和
５
年
度
、
交
付
税
算
定
額
は
約
６
百
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
約
34
％
に
あ
た
る

約
２
百
万
円
を
実
際
に
予
算
額
と
し
て
措
置
し
て
い

る
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
は
、
２
７
５
万
円
分
に
あ

た
る
書
籍
の
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　

第
３
期
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
状

況
、
保
育
環
境
創
造
計
画
に
続
く
新
保
育
計
画
の

検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

第
３
期
計
画
は
来
年
度
に
か
け
て
策
定
予
定
で

「
こ
ど
も
大
綱
」
も
反
映
し
つ
つ
、
府
中
市
で
子

育
て
し
た
い
と
思
え
る
内
容
に
し
た
い
。
新
保
育
計
画

に
向
け
、
保
育
施
設
・
職
員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
保
護

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
現
在
の
ニ
ー

ズ
や
課
題
に
合
わ
せ
た
見
直
し
を
進
め
、
第
３
期
計
画

の
中
に
盛
り
込
む
と
い
う
手
法
も
検
討
し
て
い
る
。

　
　

追
加
支
援
の
必
要
性
、
理
由
、
金
額
の
根
拠
を
伺
う
。

　
　

今
年
度
当
初
に
病
院
機
構
に
は
約
１
億
８
千
５
百
万
円
の
現
金
が

あ
っ
た
が
、
収
支
の
悪
化
で
約
２
億
円
の
資
金
が
減
少
、
年
度
末

時
点
で
１
千
５
百
万
円
の
資
金
不
足
の
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
運
転

資
金
と
合
わ
せ
て
１
億
１
千
５
百
万
円
の
支
援
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
れ
は
当
面
の
資
金
不
足
の
回
避
で
あ
っ
て
根
本
的
な
解
決
に
は
収

支
の
改
善
が
欠
か
せ
な
い
。
市
と
し
て
は
第
４
期
中
期
計
画
に
経
営
改

善
を
反
映
さ
せ
る
べ
く
病
院
機
構
と
協
議
を
進
め
る
。

　
　

６
月
頃
に
行
わ
れ
た
広
島
県
の
子
供
の
生
活
に
関
す
る
実
態
調
査

の
調
査
内
容
に
は
「
逆
境
体
験
」
を
問
う
項
目
が
あ
っ
た
。
市
は

調
査
内
容
を
把
握
し
実
施
し
た
の
か
。

　
　

教
育
委
員
会
に
は
、
直
接
実
態
調
査
の
調
査
内
容
が
届
く
こ
と
は

な
く
、
調
査
項
目
の
内
容
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、
令
和
２
年
に

内
閣
府
が
実
施
し
た
調
査
票
様
式
を
基
本
と
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
調

査
で
は
、「
逆
境
体
験
」
を
詳
細
に
調
査
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う

認
識
で
抽
出
さ
れ
て
お
り
、
子
供
の
貧
困
対
策
に
あ
た
っ
て
、
他
機
関

と
連
携
す
る
う
え
で
、
重
要
な
質
問
内
容
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　

行
政
職
員
か
ら
関
係
他
者
へ
の
パ
ワ
ハ
ラ
や
モ
ラ
ハ
ラ
防
止
策
と

し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は
可
能
か

　
　

行
政
職
員
が
業
務
の
発
注
な
ど
の
観
点
か
ら
、
関
係
他
者
に
対
し

て
心
理
的
な
優
位
性
を
持
つ
こ
と
も
あ
る
。
人
事
評
価
に
「
日
頃

か
ら
対
外
的
な
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
」
と
い
っ
た
項
目
も
あ
り
、
そ

う
い
っ
た
行
為
が
な
い
よ
う
留
意
し
、
関
係
他
者
と
良
好
な
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
が
市
職
員
に
と
っ
て
重
要
な
資
質
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は
、
今
後
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

新しい風

森
もり

川
かわ

　 稔
みのる

市
道
の
路
面
再
舗
装

Q  A   

新しい風

田
た

邉
なべ

�　稔
みのる

「
農
用
地
区
域
」で
の

農
地
の
荒
廃

Q  A   

公明党

大
おお

本
もと

千
ち

香
か

子
こ

予
防
医
療
の
推
進

Q  

A   

公明党

加
か

島
しま

�広
ひろ

宣
のぶ

学
校
図
書
の
充
実

Q  A   

市民クラブ

土
ど

井
い

�基
もと

司
じ

こ
れ
か
ら
の
保
育
行
政

Q  A   

市民クラブ

水
みず

田
た

 　豊
ゆたか

地
方
独
立
行
政
法
人
府
中
市

病
院
機
構
へ
の
追
加
支
援�

Q  A   

市民クラブ

芝
しば

内
うち

�則
のり

明
あき

広
島
県
子
供
の
生
活
に

関
す
る
実
態
調
査

Q  A   

創生会

岩
いわ

室
むろ

 雄
ゆう

大
た

パ
ワ
ハ
ラ
と

モ
ラ
ハ
ラ
対
策

Q  A   

12
月
７
日
、
８
日　

14
人
の
議
員
が

市
政
を
問
う
！

一
般
質
問

&
A

Q   You Tube



　
　

五
年
間
に
一
度
も
水
張
が
行
わ
れ
な
い
農
地
は
交
付
金
の
対
象
に

し
な
い
方
針
は
酪
農
、
農
業
へ
の
影
響
が
広
が
り
、
中
山
間
地
域

の
農
業
に
深
刻
な
打
撃
を
あ
た
え
る
。
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

広
島
県
の
内
陸
部
振
興
対
策
協
議
会
を
通
じ
て
、
制
度
の
見
直
し

や
、
交
付
対
象
水
田
か
ら
除
外
さ
れ
た
場
合
で
も
所
得
が
減
少
し

な
い
よ
う
に
、
支
援
措
置
を
国
に
訴
え
て
い
く
。
ま
た
、
市
長
会
は
も

と
よ
り
、
議
長
会
も
含
め
て
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
金
の
見
直
し
に

つ
い
て
訴
え
て
い
き
た
い
。

　
　

府
中
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
交
通
空
白
地
へ
の
デ
マ
ン

ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

協
和
地
区
は
令
和
元
年
に
３
カ
月
間
、
中
須
地
区
は
令
和
２
年
に

６
カ
月
間
ア
プ
リ
と
電
話
に
よ
る
予
約
型
の
実
証

実
験
を
行
っ
た
。
協
和
は
週
２
回
、
７
時
半
か
ら
15
時

半
ま
で
21
回
の
運
行
で
乗
車
人
員
は
40
人
だ
っ
た
。
中

須
は
週
５
日
、８
時
半
か
ら
16
時
半
ま
で
16
回
運
行
で
、

乗
車
人
員
は
20
人
だ
っ
た
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
化
は
一
つ

の
有
効
な
方
法
で
あ
る
が
解
決
す
べ
き
問
題
も
あ
る
。

　
　

広
島
型
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
事
業
の
目
的
と
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

広
島
県
で
は
、
人
口
減
少
下
に
お
い
て
も
県
民
生
活
や
地
域
経
済

等
の
持
続
性
を
維
持
す
る
た
め
に
、
災
害
リ
ス
ク
が
低
く
利
便
性

の
高
い
エ
リ
ア
へ
居
住
が
誘
導
さ
れ
た
集
約
型
都
市
構
造
の
形
成
に
向

け
た
取
り
組
み
を
実
施
さ
れ
て
い
る
。広
島
型
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
事
業
は
、

中
心
市
街
地
等
に
お
い
て
進
行
す
る
都
市
の
ス
ポ
ン
ジ
化
に
対
し
て
、

空
き
家
や
空
き
地
な
ど
の
一
体
的
再
編
を
行
う
こ
と
で
、
居
住
誘
導
区

域
へ
居
住
を
誘
導
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　

地
域
活
力
創
生
チ
ー
ム
の
機
能
・
体
制
を
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

人
口
減
少
や
定
年
延
長
に
よ
り
地
域
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
で
あ

り
、
共
助
公
助
の
在
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
企
業・
市
民・

行
政
が
協
力
し
て
地
域
課
題
に
取
り
組
む
仕
組
み
の
構
築
が
重
要
と
考

え
る
。
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
を
共
助
に
組
み
込
み
、
地
域
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
促
進
す
る
機
能
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
活
力
創
生
チ
ー
ム
の
体
制

を
新
し
い
共
助
公
助
の
視
点
か
ら
強
化
し
、業
務
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
概
要
と
市
民
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
方
、
心

臓
機
能
障
害
や
妊
娠
初
期
、
発
達
障
害
、
精
神
障
害
、
知
的
障
害

な
ど
、外
見
で
は
わ
か
り
づ
ら
い
方
々
が
身
に
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
周
囲
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

の
で
き
る
カ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。
必
要
な
市

民
の
皆
様
へ
の
対
応
は
、市
役
所
本
庁
福
祉
課
、

リ
フ
レ
内
に
あ
る
健
康
推
進
課
、
上
下
支
所
の

窓
口
に
て
無
料
配
布
し
て
い
る
。

　
　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
や
障
害
を
持
た
れ
一
人
で
動
く
こ
と

も
ま
ま
な
ら
な
い
方
も
少
な
く
な
い
。
尾
道
市
や
三
原
市
、
三
次

市
な
ど
の
よ
う
に
戸
別
収
集
も
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
　

少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
が
進
む
中
、
ゴ
ミ
出
し

が
困
難
な
方
が
お
ら
れ
る
こ
と
も
事
実
。
さ
ら
な

る
少
子
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、
他
市
町
の
収
集
等
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
府
中
市
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

創生会

安
やす

友
とも

�正
まさ

章
あき

経
営
所
得
安
定
、
水
田
活
用
の

直
接
支
払
い
交
付
金
の
見
直
し

Q  A   

創生会

広
ひろ

瀬
せ

�和
かず

彦
ひこ

府
中
市
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
の
評
価
と
課
題

Q  A   

創生会

棗
なつめ

田
だ

 澄
すみ

子
こ

ラ
ン
ド
バ
ン
ク
事
業

Q  A   

創生会

三
み

藤
とう

 　毅
つよし

令
和
６
年
度
組
織
改
革

Q  A   

無所属

藤
ふじ

本
もと

 秀
ひで

範
のり

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

Q  A   

無所属

岡
おか

田
だ

 隆
たか

行
ゆき

家
庭
ご
み
の
戸
別
収
集

Q  A   

●�

議
案
第
86
号　

指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て�

（
原
案
可
決
）

　
　

選
定
に
至
る
評
価
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

公
募
の
結
果
、（
一
社
）
天

領
上
下
ま
ち
づ
く
り
の
会
一

者
の
応
募
が
あ
っ
た
。
審
査
委
員

会
に
お
い
て
は
、
現
在
の
資
料
館

職
員
が
候
補
団
体
に
帰
属
し
て
お

り
、
岡
田
美
知
代
を
中
心
と
し
た

上
下
の
歴
史
文
化
の
調
査
研
究
や

普
及
活
動
、
小
・
中
学
校
や
高
校

と
連
携
し
た
地
域
学
習
の
展
開
、

来
館
者
に
対
す
る
丁
寧
な
対
応
と

い
っ
た
活
動
実
績
に
加
え
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
資
料
館
運

営
に
対
す
る
前
向
き
な
姿
勢
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

●�

議
案
第
88
号
、
府
中
市
子
ど
も�

・
子
育
て
会
議
設
置
条
例
の
制

定
に
つ
い
て�

（
原
案
可
決
）

　
　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
、
委
員
は

ど
の
よ
う
な
選
定
方
法
か
、
一
般

公
募
は
行
う
の
か
を
伺
う
。

　
　

委
員
は
８
人
以
内
で
２
年
の

任
期
、
再
任
可
能
で
子
供
の

保
護
者
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

に
関
す
る
事
業
に
従
事
す
る
者
・

学
識
経
験
を
有
す
る
者
。
そ
の
ほ

か
市
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の
。

こ
れ
ま
で
は
、
府
中
市
健
康
地
域

づ
く
り
審
議
会
の
下
部
組
織
と
な

る
次
世
代
創
造
分
科
会
を
位
置
づ

け
て
い
た
。
新
た
に
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
を
設
置
す
る
に
あ
た

り
、
施
策
や
計
画
に
継
続
性
を
持

た
せ
る
た
め
委
員
も
８
人
中
４
人

は
、
以
前
の
分
科
会
の
委
員
や
健

康
地
域
づ
く
り
審
議
会
の
委
員
に

引
き
続
き
お
願
い
し
、他
４
名
は
、

大
学
教
授
や
地
域
で
子
育
て
支
援

に
携
わ
る
経
験
者
な
ど
の
学
識
経

験
者
か
ら
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て

選
定
す
る
。一
般
公
募
は
難
し
い
。

●�

議
案
第
１
０
１
号　

府
中
市
文

化
セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

�

（
原
案
可
決
）

　
　

耐
震
改
修
工
事
費
の
内
訳
、

財
源
内
訳
、
市
の
実
質
負
担

額
及
び
ど
の
く
ら
い
長
寿
命
化
す

る
の
か
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

耐
震
工
事
費
が
５
億
円
、
外

壁
、防
水
改
修
工
事
が
約
３
．

５
億
円
、
照
明
が
約
３
億
円
、
音

響
が
１
．
５
億
円
、
空
調
が
４
億

円
、
ト
イ
レ
等
の
内
装
が
０
．
５

億
円
、
消
防
設
備
が
１
．
５
億
円

の
約
19
億
円
。
財
源
内
訳
は
、
都

市
構
造
再
編
集
中
支
援
補
助
金

が
、
約
２
億
２
千
万
円
。
過
疎
対

策
事
業
債
約
16
億
８
千
万
円
、
こ

の
過
疎
対
策
事
業
債
に
つ
い
て

は
、
７
割
が
普
通
交
付
税
に
算
入

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
市
の
実

質
負
担
額
は
、
約
５
億
４
百
万
円

と
見
込
ん
で
い
る
。
今
回
の
長
寿

命
化
及
び
耐
震
化
工
事
に
よ
り
、

残
耐
用
年
数
と
し
て
は
、
約
30
年

か
ら
40
年
伸
び
る
と
考
え
て
い
る
。

総
務
文
教
委
員
会

Q  A厚
生
委
員
会

Q  A

建
設
産
業
委
員
会

Q  A

委
員
会
で
の
審
査



令
和
５
年
度
府
中
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

●�

上
下
高
等
学
校
通
学
費
用
支
援

事
業
に
つ
い
て

　
　

上
下
高
等
学
校
通
学
費
用
支

援
事
業
に
つ
い
て
３
年
間
で

８
４
０
万
円
と
い
う
債
務
負
担
行

為
の
根
拠
は
何
か
。
ま
た
、
市
内

在
住
で
、
上
下
高
校
以
外
へ
の
通

学
生
に
対
す
る
公
平
性
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

こ
の
事
業
は
、
一
人
あ
た
り

年
額
５
万
円
を
上
限
と
し
て

通
学
費
用
を
補
助
す
る
も
の
で
あ

る
。
金
額
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
一
・
二
年
生
、
計
29
人
の

卒
業
ま
で
、
ま
た
新
一
年
生
に
つ

い
て
は
、
定
員
で
あ
る
40
人
の
卒

業
ま
で
の
３
年
分
、
年
額
５
万
円

と
し
て
、
８
４
０
万
円
の
債
務
負

担
行
為
を
設
定
し
て
い
る
。

　

制
度
の
目
的
は
、
上
下
高
校
を

存
続
さ
せ
る
た
め
の
高
校
魅
力
化

策
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
上
下
地

域
の
振
興
策
の
一
つ
と
も
考
え
て

い
る
。
現
時
点
で
は
、府
中
高
校
・

府
中
東
高
校
に
は
予
防
的
な
支
援

を
行
い
、
上
下
高
校
に
は
直
接
効

き
目
の
あ
る
施
策
を
講
じ
る
も
の

で
あ
る
。

●�

地
域
医
療
対
策
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て

　
　

府
中
市
病
院
機
構
運
営
費
支

援
事
業
の
負
担
の
必
要
性
と

金
額
の
根
拠
、
公
立
病
院
等
物
価

高
騰
対
策
支
援
事
業
の
金
額
の
違

い
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

地
方
独
立
行
政
法
人
府
中
市

病
院
機
構
の
令
和
５
年
度
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
府
中
北

市
民
病
院
の
入
院
患
者
の
減
少
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
補
助
金
の

廃
止
な
ど
に
よ
り
、
令
和
４
年
度

と
比
較
し
て
悪
化
す
る
見
込
み
で

あ
り
、
令
和
５
年
度
末
に
は
資
金

不
足
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高
い

と
試
算
し
て
い
る
。

　

物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業
の
内

訳
に
つ
い
て
は
府
中
市
病
院
機
構

に
４
千
５
百
万
円
、
湯
が
丘
病
院

に
８
百
万
円
の
支
援
を
予
定
し
て

総
務
文
教
分
科
会

Q  A

厚
生
分
科
会

Q  A

議
案
１
０
１
号
に
対
す
る�

�
附
帯
決
議
に
つ
い
て

・�「
府
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
耐

震
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
」
改
修
工
事
に

関
す
る
契
約
は
、
18
億
９
６

８
１
万
円
と
な
り
財
政
規
模

か
ら
み
て
大
規
模
工
事
で
あ

る
た
め
、
事
前
に
説
明
や
市

民
へ
の
周
知
を
し
っ
か
り
と

図
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
の

他
の
公
共
施
設
を
持
続
可
能

と
す
る
た
め
、
計
画
的
な
公

共
施
設
管
理
に
努
め
、
同
時

に
財
政
規
律
を
強
化
す
る
よ

う
求
め
る
附
帯
決
議
を
建
設

産
業
委
員
会
に
お
い
て
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。

※�

附
帯
決
議
と
は
、
議
決
さ
れ
た
議
案

に
関
し
て
付
さ
れ
、
施
行
に
つ
い
て

の
意
見
や
希
望
な
ど
を
表
明
す
る
決

議
。
法
的
拘
束
力
は
有
し
な
い
。

　

所
管
事
務
調
査
事
項
に
関
連

し
、
意
見
交
換
会
及
び
行
政
視
察

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

【
令
和
５
年
度
調
査
事
項
】

「
子
育
て
・
少
子
化
対
策
」「
民
生
・

福
祉
行
政
」「
医
療
・
介
護
」

●�

介
護
施
設
と
の
意
見
交
換
会

（
社
会
福
祉
法
人
広
谷
福
祉
会�

・
社
会
福
祉
法
人
静
和
会
）

実
施
日
：
令
和
５
年
５
月
17
日（
水
）

　

介
護
人
材
の
状
況
や
、
過
去
３

年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
変
化
と
５

類
移
行
後
の
今
後
の
取
組
。
入
所

待
機
者
の
状
況
と
今
後
の
予
測
な

ど
意
見
交
換
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。

●
行
政
視
察

実
施
日
（
令
和
５
年
７
月
26
日
～

�

28
日
）

〇�

「
認
知
症
に
対
す
る
不
安
の
な

い
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」「
大

府
市
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
条
例
」

�

（
愛
知
県
大
府
市
）

〇�

「
子
育
て
支
援
事
業
（
０
歳
児

の
見
守
り
訪
問
「
お
む
つ
定
期

便
」
な
ど
」�（
兵
庫
県
明
石
市
）

〇�

「
子
育
て
応
援
都
市
（
11
の

鍵
）」�

（
兵
庫
県
相
生
市
）

●�

府
中
市
病
院
機
構
と
の
意
見
交

換
会
（
府
中
市
民
病
院
・
府
中

北
市
民
病
院
）

実
施
日
：
令
和
５
年
９
月
１
日（
金
）

　

府
中
市
民
病
院
、
府
中
北
市
民

病
院
の
現
状
と
財
政
状
況
、
医
師

や
看
護
師
の
人
材
確
保
な
ど
意
見

交
換
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

厚
生
委
員
会

委
員
会
の
活
動

予
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査

お
り
、
差
額
の
理
由
と
し
て
、
府

中
市
病
院
機
構
は
、
府
中
市
民
病

院
及
び
府
中
北
市
民
病
院
の
二
病

院
を
経
営
、
加
え
て
、
府
中
市
民

病
院
は
、
オ
ー
ル
電
化
の
施
設
の

た
め
、
光
熱
水
費
の
高
騰
の
影
響

が
大
き
い
。

●�

ぐ
る
っ
と
バ
ス
へ
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス

導
入
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
　

導
入
す
る
バ
ス
の
定
員
は
何

人
で
、
車
両
本
体
価
格
は
い

く
ら
な
の
か
。
ま
た
、
国
や
県
等

の
補
助
は
あ
る
の
か
伺
う

　
　

定
員
に
つ
い
て
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
１
名
、
座
席
と
し
て
13

名
、
立
ち
席
22
名
の
合
計
36
名
で

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
車
両
価

格
に
つ
い
て
は
、２
６
５
０
万
円
、

そ
の
他
充
電
設
備
や
車
両
ラ
ッ
ピ

ン
グ
費
用
等
あ
わ
せ
て
、
総
事
業

費
は
３
９
５
３
万
５
千
円
で
あ

る
。
国
や
県
等
の
補
助
に
つ
い
て

は
、
総
事
業
費
の
う
ち
、
バ
ス
協

会
等
か
ら
の
補
助
金
を
差
し
引
い

た
も
の
か
ら
、
国
が
２
分
の
１
、

残
り
の
３
分
の
２
を
広
島
県
か
ら

補
助
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

る
。議

案
97
号
に
対
す
る�

�

附
帯
決
議
に
つ
い
て

・�「
地
域
医
療
対
策
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
」
物
価
高
騰

対
策
支
援
金�

４
千
５
百
万

円
と
運
営
費
特
別
交
付
金
７

千
万
円
の
追
加
支
援
が
必
要

と
な
り
、
総
計
で
5
億
２
１

９
０
万
円
の
病
院
機
構
へ
の

繰
り
出
し
と
な
る
。
繰
り
入

れ
基
準
の
明
確
化
と
議
会
へ

四
半
期
ご
と
の
運
営
状
況
の

報
告
、
湯
が
丘
病
院
も
含
め

た
3
病
院
で
の
効
率
的
な
医

療
提
供
体
制
の
検
討
を
速
や

か
に
着
手
す
る
よ
う
求
め
る

附
帯
決
議
を
予
算
特
別
委
員

会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可

決
し
た
。

建
設
産
業
分
科
会

Q  A目
　
　
的

　

 

ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
の
推
進

活
動
内
容

　

 

意
見
交
換
、
調
査
研
究
、
施
策

検
討
及
び
啓
発
活
動　

等

　

本
市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
は
、

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
様
々

な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
、ま
た
、

新
た
な
環
境
整
備
と
し
て
、
上
下

運
動
公
園
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

完
成
し
、
府
中
駅
南
に
は
新
し
い

市
民
プ
ー
ル
の
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
契
機
と
し

て
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地

域
活
性
化
」
を
さ
ら
に
推
進
し
、

そ
の
恩
恵
を
市
民
が
広
く
享
受
で

き
る
よ
う
、
府
中
市
議
会
と
し
て

も
積
極
的
に
活
動
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛

す
る
全
て
の
方
の
応
援
団
と
し
て

「
議
員
連
盟
」
を
設
立
い
た
し
ま

し
た
。

「
広
島
県
府
中
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
議
員
連
盟
」
の
設
立

大府市への行政視察

府中市病院機構との意見交換会 明石市への行政視察



所管
委員会 事務事業名 【今後の方向性】事務事業に対する提言

総
務
文
教
常
任
委
員
会

上下高校の魅力開発と支援

【抜本的な見直しのうえ継続すべき】地域に高校を残すことは、地域住民にとっては大切なことであり、今必
要とされる高校とは何かをもっと考え、付加価値を全面に打ち出した学校のあり方を構築されたい。また、
単に高校の魅力づくりにとどまらず、地域の魅力づくりの一環ととらえた事業展開をされたい。その際、他
の２つの高校に通う生徒や保護者にも、不公平感が生まれないよう配慮して取り組まれたい。

地域の教育力の向上
～公民館から広がる可能性と
チャンス～

【一部見直しのうえ継続すべき】ＳＮＳの活用など利用者数を増やすための工夫を凝らし、幅広い世代や地
域に寄り添った企画の立案、取り組みを積極的に進める人材配置や育成に取り組まれたい。また、協働のま
ちづくりの観点から、「公民館による地域コーディネート事業」、「学びを通した地域づくり事業」について
は、それぞれの地域が抱える課題解決につながる取り組みとして、さらに拡充を図り、各公民館の特色を生
かした事業を継続して取り組まれたい。

歴史的財産保存・活用事業
【備後国府跡】

【一部見直しのうえ継続すべき】歴史的財産保存・活用は、相当の予算と長い年月をかけて実施し効果を上
げる事業であり、鳥居地区の追加指定を着実に進めるよう取り組まれたい。また、広く市民や児童生徒へ啓
発を図る方法を検討し、住民参加型の取り組みになるよう工夫されたい。持続可能な活用の実現に向け、よ
り多くの人からアイデアを収集し、保存・活用と併せて、賑わいを呼び込むことができる事業を同時に検討
しながら取り組みを進められたい。

スポーツによるまちづくりの推進

【一部見直しのうえ継続すべき】スポーツ施設の充実は概ね実現されつつあるが、府中市スポーツ協会等と
の体制強化の支援、連携を図り、施設を活用した賑わいの創出につながるソフト面の充実をされたい。また、
広い年齢層が、気軽に恒常的に利用できるよう工夫をしつつ、合宿施設等の整備を計画的かつスピーディー
に取り組み、施設の活用頻度を向上させ費用対効果が得られるよう事業を拡充されたい。また、総合型地域
スポーツクラブについては、中学校区に１団体の設立をめざし、積極的に取り組みを進められたい。

リモート相談・多点間連携構築
事業（市民総合窓口システム）

【一部見直しのうえ継続すべき】必要な環境整備、人材配置、制度設計を行い、利用者にとどまらず、働く側も
デジタル化の恩恵を享受できる仕組みを構築されたい。また、市民サービスの向上に向けて、業務効率化・
業務連携を図ると同時に、市民へのわかりやすい広報にも力を入れるよう取り組まれたい。

厚
生
常
任
委
員
会

子どもの予防的見守り支援事業
【一部見直しのうえ継続すべき】まだデータの蓄積が不十分であり、途上中のため、継続して行っていただき
たい。しかし、スピード感は必要で、今後は県等とさらなる連携を図り、早急に事業を完成させ、リスクが懸
念される事案を未然に防げるよう取り組んでいただきたい。

フレイル予防・健康習慣事業

【一部見直しのうえ継続すべき】健康寿命の延伸を図る上で、非常に重要な事業となるため、継続して行って
いただきたい。しかし、フレイルチェック者数の目標値は未達成であり、改善の余地がある。市内のふれあい
サロン（89カ所）に限定せず、人が集まる庁舎内やイベント会場などでも実施する事や健康への関心が低い
方へのアプローチも考察され、創意工夫をして取り組んでいただきたい。

市民の健康づくり（健診）事業
【一部見直しのうえ継続すべき】市民の健康づくりのためにも継続して行っていただきたい。しかし、イベン
トに併設や目標値の項目・数値設定、受診しやすい環境づくりなどは見直しを行うこと。また健診受診をさ
れない方が受診行動へ移すきっかけとなる方法を検討し、取り組んでいただきたい。

湯が丘病院施設改築事業

【一部見直しのうえ継続すべき】今後も患者は増加する傾向にあるため、これからの時代に必要な診療施設
であるが、コロナのクラスター発生等により、進捗が遅延しているのでしっかり進捗管理を行い、遅れを取
り戻しながら、進めて頂きたい。しかし、場合によっては医療従事者確保の観点や受診者の利便性等を考え
ると建て替え場所や規模も含めて、再検討も一つの手段として、取り組まれたい。また、今後の府中市の精神
医療や医療のあり方も含めて、委員会として議論できる場を設けていただきたい。

建
設
産
業
常
任
委
員
会

農業ビジョン（Ｒ４予算重点の
進め方）

【現状のまま継続すべき】新規就農者の育成は着実に結果が出ており、今後もきめ細かく相談を行える体制
を維持し、更なる新規就農者を確保できるよう事業を継続していただきたい。更なる事業展開に向けて、６
次産業化を見据えた拠点整備についても検討されたい。

i-coreFUCHU�を活用した賑わ
いづくり

【現状のまま継続すべき】この事業の賑わいづくりについて、順調に効果を発揮していると考える。第２期整
備エリアのオープンに向け、多世代の賑わいの拠点となるよう近隣施設と連携し、事業を継続していただき
たい。また、第３期整備に向けて設備等を早期に検討し、準備を進められたい。

ドローンの実証支援から日本有
数の産業の集積地へ

【一部見直しのうえ継続すべき】ドローンの活用で地域課題を解決することは理解できるが、専門人員の確
保や市職員の免許取得等の試みが必要と考える。また、産業の集積地を目指すならば、ドローン企業の開
発・誘致の目標を立てられ、取り組んでいただきたい。

民間事業者のノウハウを活用し
たキャンプ場づくり

【現状のまま継続すべき】民間事業者のアイデアやノウハウを取り入れることにより、キャンプ場の賑わい
と利用者増を期待するが、ワーケーション施設については、その実態と費用対効果分析をしっかりと行って
いただきたい。

歴史的建造物の保存・活用事業
（分散型ホテルと恋しき）、食の
魅力発信事業

【一部見直しのうえ継続すべき】「恋しき」は府中市のシンボルとして観光振興に寄与するものと期待する
が、「恋しき」を活用した分散型ホテル事業としての取り組みの方向性が見えない。割烹旅館として活用す
るなど、方向性を明確にした上で、事業を進められたい。

令和４年度決算に係る事務事業に対する提言
　市議会では、令和４年度の決算に係る事業から各常任委員会で対象事業を抽出し、今後の事業の方向性と評価意見を次のとお
り取りまとめ、市長へ提言しました。
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中
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木
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12
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）

高
校
生
と
の
意
見
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換
会



　

昨
年
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５
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５
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た
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型
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ロ
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落
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せ
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が
、
昨
年
末
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ら
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フ
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エ
ン
ザ
や
ア
デ
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ウ
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熱
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し
、

学
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・
学
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い
た
し
ま
し
た
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11
月
に
は
広
島
県
全
域
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

警
報
」
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
最
近
、
私
自
身
も

そ
う
で
す
が
、
感
染
対
策
が
全
般
的
に
お
ろ
そ
か

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

特
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場
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い
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皆
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ん
再
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け
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で
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か
。
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12月議会での各議員の議決結果� （賛否が分かれたもの、主なもののみ掲載しています。詳細は府中市ホームページをご覧ください）

（－議長は採決に加わらず、欠は欠席、×は反対、○は賛成、棄は棄権、除は除斥・・・本人等に関わる議案については審議に参加できないこと）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　� 議員名

議案名

加
藤　

吉
秀

藤
本　

秀
範

岩
室　

雄
大

真
田　

光
夫

岡
田　

隆
行

芝
内　

則
明

福
田　
　

勉�

広
瀬　

和
彦

森
川　
　

稔

土
井　

基
司

加
島　

広
宣

安
友　

正
章

田
邉　
　

稔

水
田　

�
豊

大
本
千
香
子

本
谷　

宏
行

三
藤　
　

毅

棗
田　

澄
子

事 件 指定管理者の指定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

事 件 府中市文化センター耐震改修工事請負契約の締結について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

条 例 府中市子ども・子育て会議設置条例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

条 例 府中市一般職の職員の給与に関する条例等�の一部改正について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条 例 府中市国民健康保険税条例の一部改正について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

条 例 i-coreFUCHU�の設置及び管理条例及び�i-coreFUCHU�の設置及び管理条例の一部を改正する条例の一部改正につ�いて － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

予 算 令和５年度府中市一般会計補正予算（第６号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

予 算 令和５年度府中市一般会計補正予算（第７号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

意見書 保育所等保育施設の職員配置基準改善を求める意見書の提出について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

意見書 食品ロス削減への国民運動のさらなる推進を求める意見書の提出について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

意見書 緊急事態に関する国会審議を求める意見書の提出について － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

議会の動き（10～12月）
10月２日� 建設産業委員会（意見交換会（府中市観光協会など））
10月６日� 総務文教委員会（事務事業評価ほか）
� 厚生委員会（事務事業評価ほか）
10月12日� 広報広聴特別委員会（議会だより編集会議）
10月19日� 厚生委員会（執行部との意見交換ほか）
10月23日� 総務文教委員会（スポーツ振興について執行部説明ほか）
10月27日� 建設産業委員会（事務事業評価）
� 市政参画促進特別委員会（議員と語る会説明資料の作成）
10月31日� 議会運営委員会（議会タブレットの機種変更協議）
� 広報広聴特別委員会（行政視察打ち合わせ、議員と

語る会準備）
11月１日� 議員全員協議会（議員と語る会の打ち合わせ会）
11月２日� 賑わいづくり特別委員会（提言に向けての協議）
11月２日� 議会運営委員会（12月定例会の日程など）
11月６日� 厚生委員会（所管事務調査のまとめほか）
11月７日� 賑わいづくり特別委員会（執行部へ提言書の提出）
11月７～19日　議員と語る会（上下町民会館ほか計8会場）
11月14日� 建設産業委員会（所管事務調査のまとめ）
� 市政参画促進特別委員会（議運への依頼について）
11月15日� 厚生委員会（所管事務調査のまとめ）
11月16日� 総務文教委員会（意見交換会のまとめ）
11月20日� 上下高校生との意見交換会（上下高校会議室で実施）
11月21日� 広報広聴特別委員会（府中高校生との意見交換会の

打ち合わせ）
11月27日� 総務文教委員会（所管事務調査のまとめ）
11月28日� 議会運営委員会（12月定例会の運営について）
� 賑わいづくり特別委員会（提言への回答）
11月30日� 市政参画促進特別委員会（議運への依頼について）
� 府中高校生との意見交換会（府中市役所第一委員会

室で実施）
12月４～19日　議会12月定例会
12月15日� 広報広聴特別委員会（議会だより編集会議ほか）
12月19日� 議員全員協議会（スポーツ推進議員連盟設立総会）
12月20日� 広報広聴特別委員会（府中東高校生との意見交換会

打ち合わせ）
12月22日� 総務文教委員会（議員と語る会の意見調整）
12月26日� 広報広聴特別委員会（議会だより編集会議）
12月27日� 議会運営委員会（定例会の振り返り）

視察の受け入れ
10月５日� 群馬県富岡（とみおか）市（府中学園（新たな学校施

設づくりのアイデア））
10月18日� 岐阜県垂井（たるい）町（備後国府跡（史跡公園の整

備について））
10月31日� 愛知県知多（ちた）市（i-coreFUCHUについて）
11月１日� 長野県小布施（おぶせ）町（おもてなしトイレ）
11月６日� 島根県雲南（うんなん）市（ごみ固形燃料（RDF）化

施設の現状と今後）
11月13日� 群馬県前橋（まえばし）市（府中学園（小中一貫教育））
11月17日� 神奈川県南足柄（みなみあしがら）市（孤独・孤立対策）

　今回で11回目となる「議員と語る会」を11月7日から11月
19日までの間に8会場で実施し合計103名が参加くださいまし
た。その内、女性の参加率が約3割と昨年度より高く、また、多
くの方から「分かりやすい報告であった」、「意見は出しやすかっ
た」と好評価をいただきました。会場でいただいた多くの意見
や質問及び回答については、別途ホームページで公開いたします。

第11回議員と語る会

生涯学習センター生涯学習センター

上下町民会館上下町民会館

　能登半島地震で亡くなられた方々のご冥福を心よりお祈り
するとともに、被災されている皆様にお見舞い申し上げます。


